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   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/745    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  38/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/744    (2015.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/11     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/21     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   35/745    　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/744    　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月18日(2021.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラム陽性細菌において活性な遺伝子間領域を含む組換え核酸であって、前記遺伝子間
領域が前記グラム陽性細菌に対して外因性の遺伝子の５’末端に結合されて、前記遺伝子
間領域が前記外因性の遺伝子に作動可能に連結しており、前記遺伝子間領域が、
　ａ）　配列番号１～１３のいずれか１つの配列を含む核酸、または配列番号１～１３の
いずれか１つの配列からなる核酸、
　ｂ）　配列番号１、２および８のいずれか１つの配列と比較して、１つのミスマッチま
たは１つのヌクレオチドの欠失もしくは挿入を含む核酸、
　ｃ）　配列番号３～４および配列番号９～１０のいずれか１つの配列と比較して、１つ
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、２つもしくは３つのミスマッチまたは１つ、２つもしくは３つのヌクレオチドの欠失も
しくは挿入を含む核酸、または
　ｄ）　配列番号５～７および配列番号１１～１３のいずれか１つの配列と比較して、１
つ、２つ、３つもしくは４つのミスマッチまたは１つ、２つ、３つもしくは４つのヌクレ
オチドの欠失もしくは挿入を含む核酸
である、組換え核酸。
【請求項２】
　前記遺伝子間領域が、前記グラム陽性細菌の１つ以上の内因性の遺伝子間領域から選択
される、請求項１に記載の組換え核酸。
【請求項３】
　前記グラム陽性細菌がラクトコッカス・ラクティス（Lactococcus lactis）である、請
求項１または２のいずれかに記載の組換え核酸。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の組換え核酸を含むベクター。
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